
 

 

 

           
 

旧五千円札の肖像にもなった新渡戸稲造の詩の一節だそうです。 

 
 

 

 

 

 

情けは他人のためでなく、自分のためにかけるもの、自分がした良いことは

忘れても、人からしてもらったことは忘れてはいけない。 
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誰かのために働ける宮前小の児童は

きっと何倍にもなってよいことが自分

に返ってきます。 


